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満族の親族組織の変化と現状

人間社会環境研究科人間社会環境学専攻

張 琳

要旨

本稿は，新賓満族自治県下房子村における満族の親族組織に焦点を当て，中華人民共和国成立

以降の社会的変遷に伴う親族組織の実態を明らかにし，また，今日の新しい動きについて検討す

る。満族は1950年代から長い間，土地改革文化大革命，改革開放など一連の歴史的変遷を経て，

親族組織には激しい変化が起こった。新しい社会環境において，政治的，経済的な面から影響を

受け入れ，親族関係は次第に疎遠になりつつ，昔のような大規模な祭祀はほとんど行われないよ

うになった。

本稿では，調査村の一家族である図家の事例を，親族組織が如何なる変化を経て，今日の様子

に辿り着いたかを示す具体例として呈示する。また,2000年以降図家において大規模な祖先祭

祀が再開され，族譜の複製続写する動きが見られた。その際に，祖先祭祀は親族関係を強化す

る一方，家族の私的儀礼に止まらず，民族文化の重要な一部と見なされるようになった。今日の

満族社会において,祖先祭祀は新しい機能を果たし,親族組織にも今後の可能性を提供している。

キーワード

満族，親族組織，変化と現状

TransfbnnationandActualityofManchu'sKinshipOrganization

ZHANGLin

Abstract

ThispaperfbcusesonthecurrentsituationandnewdynamicsofManchu'skinshiporganizationsince

theestablishmentofthePeople'sRepublicofChinathroughthecaseofXiafangziVillageinXinbin

ManchuAutonomousCounty.Sincethel950s,Manchu'skinshiporganizationhaschangeddrastically

becauseofaseriesofpoliticalrefbnnssuchasagarianrefbnn,theGreatProletarianCulmralRevolution,

andRefbnnandOpening.Typically,politicalandeconomicinnuencesinthenewsocialenvironment

graduallyestrangetherelationship,andlargeceremoniesarerarelyheld.

Basedontheresultsofasurvey,thispapershowsthetransfbnnationandactualityoftheTufamily's

kinshiporganization.Thepaperhighlightstheimportanceofonceagainholdinglargeceremoniestohonor

theancestorsaswellascontinuouslyconservinganddocumentinglineage.Assuch,therelationshipis

strengthenedandthefamily'sceremoniescancontinue,whichcanbeconsideredanimportantpartof

ethnicculture.ForManchu'ssociety,activitiessuchasancestorworshipcouldaddnewfilnctionsand

significance,whichcouldprovidepossibilitiestodevelopakinshiporganization.
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1．1自然環境

永陵鎮は東経128｡18',北緯41｡43'にあり，東

北地方の遼寧省撫順市新賓満族自治県の中部に位

置する。面積が515.8kniである。そのうち，耕地

面積は38.67kni,森林面積は386.67kniを占めている。

永陵鎮は北温帯季節性大陸気候に属し，降水量が

豊富で，平均年降水量は750～850m,無霜期間

が約150日である。農産物は主に米，トウモロコ

シ及び大豆を中心に栽培される。

下房子村は永陵鎮に属し，永陵鎮政府所在地の

東方72m離れたところにあり，東南方向に走る道

路沿いに位置する。村の面積は24kniあり，そのう

ち森林面積l.67kni,耕地面積2.33kni(水田l.13kni,

畑l.2kni)である。村の中はコンクリート道路，

街灯，緑地帯などの設備が整えられている。農業

設備としては，灌概用水のダムが一カ所,ビニー

ルハウス100個，綿毛ヤギ養殖区一カ所が設置さ

れている。

はじめに

1950年代の土地改革をはじめ，満族の伝統的な

親族組織は政治的，経済的環境の変化に深い影響

を受けて顕著な変化が起こった。本稿では，下房

子村における満族の親族組織に関する歴史的背

景変化のプロセスを概観する。

下房子村には，満族の家族は同居同財の生活を

営んでいた。1950･1980年代に直系家族，核家族

が急速に増加して主な家族構成になった。このよ

うな背景において，満族の中で，新しい社会環境

に対応する生き方が生み出されるようになった。

本稿では，筆者自身による現地調査をもとに，下

房子村における満族の親族組織の変化を明らかに

し，新しい動きから今後の可能性についても考察

する。

一．調査地の概況

第一章では，主に自然，政治，行政及び人口な

どの側面から調査地である下房子村を概観する。

1.2政策変遷

中華人民共和国が成立した後，中央政府は農業

図1下房子村の構成

出所：筆者作成(2015年）
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政策について，農業集団化を執り行い，互助組や

初高級合作社などの方針を実行した。永陵鎮下房

子村においても，以下のような一連の政策が及ん

だ。

●1951年，互助組成立

・1957年，初級農業生産合作社から高級農業生

産合作社へ

農業，手工業，私営資本主義工商業

に対する社会主義改造

・1958年，高級農業生産合作社から人民公社へ

●1966年，文化大革命

●1978年，改革開放

・1982年，家庭生産請負制

●1983年，人民公社廃止

・2002年，『土地承包法』

●2006年，農業税廃止

農業集団化政策の基本理念は農民が生産隊に編

入され，統一生産，統一分配するというものであ

る。当時，下房子村の経済活動は農業が中心で

あった。農業生産では，生産内容と生産量が決め

られ，全ての労働はみなが共同で行う。毎年一回，

工分!を計算して給料を支払う。家の工分を増や

すため，女性も農作業に参加するようになった。

作業はほぼ人力で行われ，かつ集団作業の効率が

低いため，生産性は低かった。さらに，下房子大

隊では学校や食堂などの人民公社事業を運営し，

農民の負担が増加した。農民はトウモロコシの

粥，山菜，芋などばかり食べ，腹一杯にならない

日々を過ごした。

十一届三中全会(1978年）以来，中国全国にお

いて経済改革が実施された。改革はまず農村から

始められ，農村経済改革の核心は「家庭聯産承包

制｣2であった。下房子村では農民たちはこの制

度のことを「単干｣3と言った。単干以降，農民

の生活は大きな変容を見せた。

単干ではまず，土地を農民に分配し，食糧問題

を解決した｡単干の第一歩は各小組を単位として，

小組内の土地を人数分に即して平等に分配するこ

とである。すなわち，農民は資金を支払わずに，

写真1下房子村にある来客を歓迎する看板

出所：筆者撮影(2014年11月，下房村）

土地を使えるようになった。村民たちは自家の土

地を耕作することになったために，生産量はかな

り向上し，家族の食糧問題はほぼ解決した。

2000年以降になると，下房子村でも土地に頼っ

て生きる農民はしだいに減少してきた。しかし，

農業の収入は少なかったわけではない。また，国

家は農民を支援する農業政策を増やし，農業に関

する税金を免除した上で，農地への手当を支給す

るようになった。一方,土地の束縛から解放され，

商売をしたり，全国各地域へ出稼ぎに行ったりす

る人が徐々に増えていくこととなった。

1.3行政組織

1958年，下房子村では社会主義農業経済が実施

され，下房子生産隊大隊が成立し，永陵人民公社

に属することになった。生産隊4の時代には，下

房子生産大隊の下は七つの生産小隊（台宝小隊と

鮮族小隊を含めて)に分けられていた。1962年に，

七つの小隊のうち，人口が最も多い台宝小隊を大

隊から離脱させ，台宝大隊を成立させた。また，

1982年になると，鮮族小隊も独立して，一つの大

隊になった。

1983年,国家による「撤隊建村政策」に応じて，

下房子村委会が設置され，永陵鎮政府に管轄され

るようになった。生産大隊が解体されると，それ

に代わるものとして村委会が成立したが，七つの

小隊の区分はそのまま残されていて，呼び方は小

組に変更された。それぞれの名称は，第一組を弩
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写真2下房子村の村政府 写真3阿炊洛組
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撮影(2015年1月）出所：筆者撮影(201出所：筆者撮影(2015年1月）

の成員によって構成される。これに対して，「村

委会」は民主選挙によって成立する村民の自治組

織である。政府に協力するという性質や機能を有

し，村長副村長，婦人主任7，文書8係，会計．

出納9係などを設置する。

洵子，第二組を下房子，第三組と第四組を阿侠洛，

第五組を多木，第六組を台宝，第七組を鮮族とい

う。

1991年，近隣の比較的大規模な大隊である夏園

大隊が夏園郷に昇格したため，下房子を含む隣の

五村を合併することとなった。そのため，下房子

村は夏園郷政府に従属することになった。しかし，

1998年に行政負担を軽減化させるという目的の合

郷併鎮計画によって，下房子村は再び永陵鎮の管

轄下に戻されることになった。

その後，合郷併鎮政策によって,2000年に台宝

村は一つの小組として再び下房子村に編入され

た。2002年に鮮族村も下房子村の七組になった。

したがって，今日の下房子村は新賓県永陵鎮に所

属し，下房子漢，台宝，下房子鮮という三つの村

落が合併したものであり，五つの自然屯5，また

七つの居民組6から構成されることとなった。

現在の下房子村の行政組織は，中国共産党支部

委員会と村民自治委員会からなり，簡称化して中

国共産党支部委員会を「村支部｣，村民自治委員

会を「村委会」と言う。「村支部」は国家機関で

あり，党の政策を宣伝し，かつ実現化する機能や

働きを担い，党支部書記，副書記，組織委員など

1．4人口

下房子村の戸籍(2013年）には,497戸,1,579

人（男775人，女804人）が登録され，満族，漢族，

朝鮮族が混住している村落である。2000年,2005

年の二回，人口は大幅に増加している。その原因

は台宝村及び朝鮮村を編入したことによる。その

他の年は，村の総人口，各小組の人口ともあまり

変化が見えない。この原因は計画生育政策の実施

及び戸籍管理と深く関わっていると考えられる。

2015年現在，下房子村の戸籍には1600人近くが

登録されているが，実際に下房子村に暮らす人の

数はその半分ぐらいしかいない。一部の人は子供

の就学のために，子供に付き添って県や市へ移住

している。また，出稼ぎのために長く家を留守に

する者たちが最も多い。労働能力を有する20～

50代前後の人は撫順や藩陽のような省内近距離の

大都市だけではなく，ほかの省，また韓国，イタ
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リア，スペインなど外国にまで行く人も少なくな

い。一方，少数ではあるが，約10人の空掛戸がい

る。空掛戸とは数年間連絡が取れず，完全に村と

つながりを断っている状態にある人々のことであ

る。人口を調査する際には，空掛戸の数を入れて

計算するが，実際に空掛戸は村民ではないと見な

される。

1．5計画生育政策'0

計画生育政策は1970年代にはじまった。下房子

村でも計画生育政策を執行し，子供の出生数をか

なり抑制している。この政策の下で第二子の出産

を望む場合は,「二胎''出産｣の申請が必要である。

その認可は少数民族，農村戸籍夫婦が一人子で

あるかどうかなどを条件にして判断する。

計画生育政策に違反すると罰金を払うことにな

る。80年代頃，一部の村民はこの計画生育政策を

受け入れず，相変わらず二子，または三子を出産

していた。そのため，政府は罰金制度を設置し，

違反者の公表，税金や社会保障での待遇格差をつ

けるなど，対策の強化をした。

1990年代頃から，計画生育に関するそれぞれの

政策は熟成し，管理システムも本格化された。夫

婦は結婚する時から，子供が成人するまで，たく

さんの手続きを済ませることになる。特に，生育

指標については厳格な監督を行い，毎月の産児制

限措置を計る。整備された計画生育政策は効果を

もたらし，ほとんどの村民は規定以上の出産を避

けるようになった。

この政策は医療や経済などの面において，村民

たちにとって恵まれたプログラムも含まれてい

る。たとえば，子供の健康を保つために，妊優検

査というプログラムが設置された。また，計画生

育政策に参加して正しく守ってきた夫婦は60歳に

なると，毎年200人民元の手当を受ける。近年，

人口数がうまく抑制され，計画生育政策は人口の

状況に合わせて，徐々に調整されている。最初の

一人っ子政策から，例外的な二胎出産へ変化し，

さらに二胎出産の条件も年々緩やかになってきた。

二．下房子村の親族組織

以上のような自然環境や政治政策は親族組織に

直接的な影響を与えた。二節では，上述した背景

の下に下房子村における親族組織の変化について

述べる。

2.11950年代前の親族組織

1950年代に，中国の農村において本格的に実施

された土地改革は，近現代に入って以来，中国の

農民にとって多大な影響を与えた。また,その後，

急速に進められた一連の農業集団化政策も農村部

のあらゆる方面に変化をもたらした。農村に対す

る社会主義改革は農業の生産形態に止まらず，家

族や個人まで波及した。

1950年代前には，下房子村の満族の家族は平等

相続，土地共有，同居同財という原則を持ってい

た。彼らは昔から三世代，四世代の同居を主な居

住形態にしてきた。家長が生きている間兄弟は

結婚しても分家せず，嫁を迎え入れて共同生活を

した。家族の成員たちは緊密に結束していた。家

は三間か五間の部屋からなり，真中には台所を設

置し，両側の部屋を寝室として利用した。

当時，常に人数が多くて，部屋の空間が狭かっ

たが，人々は個人のプライバシーを重視する余裕

がないし，その意識も薄かった。また，庭も開放

的な空間のように造られ，家族成員や隣の家との

交流がかなり盛んであった｡例1,例2はA氏(男，

1934年),B氏(1941年）の当時の居住状態への

思いである。

事例1：

A氏の場合は，子供の頃に，曾祖父と同じ部屋

に住んでいた。曾祖父には息子が三人いて,A氏

の祖父は第三番目の息子である。寝室には長いオ

ンドルがあり，家族はその上に寝て，箪笥で空間

を分割していた。曾祖父が生きていた問，みなが

このような状態で共住していた。

事例2：

当時，結婚しても新しい家を建てる経済力がな

いため,B氏の家では，ひとりの同じ祖父のすべ
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ての家族成員は共同生活をしていた。農作業は兄

弟たちによって協力して行われ，食事や家事など

も順番で担当した。B氏と妻は,1962年に結婚し

たが,1983年になりやっと自らの家を建ち上げた。

長年の間，このような同居同財の生活形態は基

本的に維持されていたが，社会全体の変化の中で

次第に変わってきた。特に,1950年代以降，その

崩壊は早いスピードで促進してきた。

2.2土地改革及び農業集団化時代の親族組織

下房子村では,1951年の互助組の成立を始めと

して，社会主義改造の幕が開けた。経済面におい

ては，土地改革によって，各家を単位として土地

を平等で農民に分けた。そして，各家の土地，祠

堂，祭田などあらゆる共有財産が没収された。農

業生産合作社や人民公社の時代に入ると，生産，

生活資料がすべて集団から統一的に分配された。

下房子村を六つの生産小隊に分け，村民は農業を

中心に仕事が分配され，工業など他の生業がほと

んど発展せず，食糧は欠乏していた。この背景に

おいて，村人は当時の生活や人間関係を例l,例2

のように述べた。

事例l:

C氏（男,1946年）によると,50年代には，全

ては士草房，士道，泥がいっぱいで，食べ物は大

根とトウモロコシ粉だった。私は，祖父，両親

姉，二人の弟及び妹と一緒に暮らしていた。あの

時に，皆は一緒でした。他の家もそうだった。現

在，みなは一緒にいなくて，結婚で離れた。

事例2：

D氏（男,1942年）によると，あの頃，生活は

みんなと同じ生活程度だった。お腹一杯食べられ

る時代ではなかった。まず，経済的には制限が

あって，うちは春節でもせいぜい3kgの小麦粉し

かもらえなく，肉が無かった。すべてのものが少

なかったから，いろいろな祭祀や付き合いはあの

頃から徐々になくなった。昔,自分で豚を飼って，

祭祀には豚を殺し，祭りを行うことができた。親

族や友人も，互いに付き合いが少なくなった。相

手の家に行くと，手持ちの食べ物が少ないため，

招待することができないし，迷惑であるから。み

んなはお互いの交際も無くなり，冷淡になってし

まった。

一方，政治的な面において，伝統的な儒教教育

の代わりに階級意識の宣伝を推進し，宗族意識が

批判された。これに対して，下房子村の元幹部

は，「当時，家はめちゃくちゃでした。生産隊か

らもらったものを置く場所さえあればいいと思わ

れた。よく会議があって，夜になったら会議を行

い，思想を整え，教育を受けた」と回想した。そ

の結果，村人は族譜位牌を処分し，祭祀活動が

中止され，親族組織が次第に破壊され，親族間の

人間関係にも影響が及ぼされた。

下房子村で，大家族と言えば，図家と趙家とい

う二つの家がある。図家と趙家はいずれも満族に

属し，当時の階級成分では地主と判定された家で

ある。その中で，図家は最も家族が多く，沢山の

土地を持っていた。土地改革が正式に始まる前，

図家の一部の人が村から四川省，甘粛省へ逃げ

た。長年行方不明になり,村との連絡が無かった。

これに対して，大部分の図家の人はそのまま残っ

て，土地分配を経て集団労働に参加していた。彼

らは共同の祖父を持つ人々が互いに付き合った

が，それ以上，他人との付き合いは少なかった。

一連の改革が進行される間に，家族の居住形態

はあまり顕著な変化がなかった。しかし，親族関

係を支える経済的，政治的な基盤が改革によって

崩壊した。集団体制下において家族問の依存の必

要性が弱くなり，親族に対する認識にも変化が見

られるようになった。

2.3改革開放後の親族組織

1980年代頃改革開放が始まり，人民公社が廃

止され，農村では生産責任制度が執り行われるよ

うになった。さらに，2000年以降には新しい土地

政策や農業税廃止など農業を支援する政策も次々

と実施されてきた。新しい環境の中で，親族組織

は主に二つの面から影響を受けた。

まず，生産効率がかなり高まり，農民は豊かに

なり，分家の経済条件が整えられた。若者は結婚
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するとすぐ親元を離れ，独立するようになった。

下房子村には，80年代後半に新築の家が相次いで

現われた。

次に，市場経済の下に，農民は士地から解放さ

れ，出稼ぎが増えていく。過去と比べれば，現

在，農民の労働意欲が高くなって経済もよくなっ

たが，人々の心が荒んできた。労働に従事しない

ものにとって，基本的な生活保障が全くなくなっ

た。このように，彼らは激しい経済競争に巻き込

まれ，伝統的な親族観に代わって金を中心にする

現実主義的な観念を生み出した。

つまり，社会主義近代化政策は親族組織に対し

て直接に影響を与えた。分家はその経済，政治及

び思想の条件がすべて整えられ，分家するのに有

利な環境を提供された。直系家族，核家族の発展

は速かった。親族組織が最も変化した時期を迎え

た。

この時期において，上述した図家は依然として

村の中では最も規模が大きい氏族であった。彼

らは主に第三四組の阿侠洛に集中して住んでい

た。阿仙洛には120戸がいたが，その中で図家は

約30戸を占めていた。1980年代に甘粛省まで逃げ

た図家の子孫は村に戻って墓参りをする者がい

た。次の章では，時代の流れの中でこの図家の親

族組織が如何に変化したのか，また現在どのよう

な状態にあるのかを明らかにする。

三．図家の親族組織

本節では，図家を対象にし，彼らが日常生活中

に行うさまざまな祖先祭祀を呈示する。そして，

この事例に見てとれる親族組織の特徴を分析し，

変化の様子を検討する。

3.1図家の歴史

図家の満族姓は喜塔羅氏である。喜塔羅氏族の

歴史を遡ると，明朝の中期に，一世祖(初代）の昂

文都里巴彦徳は家族を連れて長白山の喜塔羅地域

に移住した。そこで土地を開墾して定住したこと

により，喜塔羅という地名を族名にした。昂文都

里巴彦徳は息子七人を授かって，喜塔羅氏は七大

分枝に形成され，子孫が繁栄し，満族でも指折り

の大家族の一つに発展した。順治元年(1644年),

二世祖都力根の子孫は盛京に駐屯し，福陵を守る

ことを命じられたため，東北に残った。その他の

六分枝の子孫は「従龍入関」によって，順治皇帝

に従い北京に移動した。そしてまた，北京から四

川，河南及び甘粛など全国の様々な地域へ駐屯に

いった。

結局，東北地域に残ったのは都力根の一枝の子

孫しかいなかった。この一枝は，第九世代の時

に，九世祖倭合が嬢紅旗協領二品頂戴の官職を授

かる。倭合は七人の息子がいたが，康煕二十六年

(1687年）に彼の官職が第二子の図黒に世襲され

た。その後，図黒は永陵の防衛章京として新賓地

域に転職することになった。当時，彼は九人の息

子がいたが，その中の五人を福陵に残し，四男，

七男,八男,九男及び甥一人を新賓に連れてきた。

この図黒が喜塔羅氏の第十世祖であり，新賓地域

における喜塔羅氏子孫の直系祖先でもある。

3．2図家の現状

現在，図黒を祖とする賓地域の喜塔羅氏族はす

でに十世代以上続いている。しかし，満族の姓が

漢族姓のように簡略化される過程において，喜塔

羅氏族も固定の漢族姓に改姓されるようになっ

た。新賓地域の喜塔羅氏は筆者の調査した限り，

主に図，趙，文，衡，祝などの姓をもって命名さ

れている。また，新賓から離れ，遼寧省内の他の

都市，黒龍江省，甘粛省などへ移住した人も少な

くない。

調査地下房子村に暮らしている満族の氏族の中

で，人口が最も多いのは図という姓の喜塔羅氏の

後商である。図家は十世祖図黒の時代から下房子

村にきて，今日の二十四世代まで続いている。過

去，図家は統一の姓がなかった。TYF氏の祖父

の時に，一族をここに連れてきた図黒の子孫であ

ることにより，図黒の図を姓にして一族の姓が固

定化された。

図家の21世代後喬であるTYF氏(1941年生，
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75歳）の記憶によると，曾祖父の時代には，昔の

家は士房であり，三間の狭い部屋に曽祖父,祖父，

父親と子供の四世代が一緒に暮らしていた。曽祖

父は息子三人とそれぞれの妻，子供たちを連れ

て，みんなで土地を耕作し，大家族の生活を維持

した。寝室には広いオンドルが一つあり，真中に

箪笥を置いてみんなで住んでいた。

その後，祖父の時代になると，昔の大家族は主

に祖父の兄弟それぞれを単位として分散するよう

になった。祝事や祖先祭祀などのイベントも同じ

祖父の子孫が集まって行われるようになった。

TYF氏の祖父は兄弟三人で，二人の兄がいた。

長兄は二人の子供をつれて，下房子村を離れた。

下房子村に残った図家は二つのグループに分か

れ，近くに住んでいた。そして，同じ祖父の子孫

は一緒に暮らすようになった。彼らは一緒に生計

を立て，順番で家事を担当した。

TYF氏は1941年新賓県に生まれ，五人兄弟の

長男であり，姉，弟と妹二人がいる。1950年代土

地改革から農業集団化が終わる時期に至るまで，

TYF氏は祖父，親未婚の兄弟など合わせて10

人く、らいと一緒に生活していた。彼は1962年に結

婚し，当時，新しい家を作る能力がないため，嫁

を迎え入れ，そのまま共同で生活していた。その

後,TYF氏夫婦は4人（女2,男2)の子供を

もうけたが，長女を姉の家に養子に出した。他の

すべての家と同じように生産隊に働くことで，食

糧と生活用品を貰った。

改革開放の時期に単干が始まった。1987年5月

に，経済状況がよくなったTYF氏はやっと独立

し，自らの家を建てた。現在の家は，部屋が三つ

あり，建築費用1000元，工期lか月ほどでできた

ものであるという。TYF氏夫婦は次男夫婦及び

孫娘夫婦，曾外孫と合わせて七人が住んでいる。

しかし，食事と生計はそれぞれ独立している。他

の子どもは結婚する際に，新しい家を建て，すべ

て自立した。

TYF氏の兄弟は80年代から，結婚を機会にあ

いついで実家を離れた。現在，一人の妹が永陵鎮

内に定住しているほかは，兄弟四人共に下房子村

図 2図 家の 平面 図

出所：筆者作成

に住んでいる。彼らは頻繁に行き来していない。

春節の際に，大晦日を家ごとに祝い，翌日の一日

はTYF氏の家に来て祖先を祭る。年二回の墓参

りも共同で執り行う。それ以外は，誰かの家で結

婚，葬式，出産，新築及び進学などのような社会

的活動があり，知らせがあれば，祝い金を出して

互いに賑わすために参加する。

3．3祖先祭祀

祖先祭祀は墓と柤宗板子'2の二つを中心とした

家族共同の行事である。図家の祖墳は泰平溝とい

うところにある。昔は，毎年の旧暦7月22日に祖

先を祀るために家祭を行い，元気な雄豚を殺し，

煮てから祖先に供えていた。図家では昔祖宗板子

というものを祀っていたが，文化大革命の時に，

焼失した。現在，家に祀られている柤宗板子は80

年代に複製されたもので，祖先神を代表する祖先

板子が九枚そろって，通称「老祖宗」と言う。そ

れを祀る際に達子香が祖宗板子の数に合わせて9

本用意されるが，さらにもう1本が必要である。

それは長仙（蛇仙）にも献げられる。達子香の他

にはお酒3杯，箸3膳饅頭を5個ずつで3つの

山が必要である。

現在，祭祀は4月5日の清明節と旧暦7月15日

の鬼節の年二回に決まっている。墓参りはほぼ祖
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父を同じくする人を中心に行われ，自らを愛育し

てくれた祖先を祭る。図家では一族共同の祭祀活

動が何十年間中止され，図家の老墳を管理するの

はTYF氏夫婦しかいない。TYF氏は，昔に比べ

れば，人々の祭祀を重要視する意識が薄くなり，

みなが自分の祖父を祀り，祖墳を無視して，祭祀

の人員も内容も簡略化されているように見えると

語った。このような状況は2M2年まで続いていた。

2000年に，長く中止された祭祀がある事件に

よって再開する転機があった。当時，下房子村で

は鉱山の開発が始まった。この鉱山は図家の柤墳

の右側にあり，図家の墳地の一部分を占拠し出た

ゴミをも墳地に放置した。鉱山会社の行為が図家

の祖先に対して非常に不敬なことであると思われ

た。とくに鉱山の開発のため，墓の後ろに水溝を

掘ったり，樹木を伐採したりすることは，図家に

とって祖墳の風水を破壊するタブーである。

以上のような事件が起こって,TYF氏夫婦は

下房子村及び夏園子など近い村の図家を連合し

て，鉱山会社の行為に強く反対し，祖墳の破壊を

止めようとした。そのため，彼らは，何回も村の

道路を阻み，鉱山の運送を止めた。また，村長に

訴え，政府側の支援を求めた。図家と鉄鉱との交

渉は一年間半続いた。その結果，村政府の調停に

よって鉱山会社から図家の墳地に踏み込まない旨

の確約及び5000元の賠償金が付与された。

写真4親族の記念写真

n‐b

2002年8月22日に,TYF氏はこの賠償金を使っ

て，祖先及び墳地全体の石碑を立て，一族の祭祀

を開催した。この祭祀について,TYF氏は「わ

れわれは爆竹，紙銭，供え物を買って，庭で食

事会をした。電話でみんなに知らせを出した。普

段，あまり連絡がとれないが，集まったら輩分'3

を論じてきた。参加した人は100を超えたが，今

度の祭祀でみんなが祖墳のことを知った。5000元

以上を費した。自らの金を使っても嬉しかった」

と語った。そして，2002年の祭祀以来,2015年ま

で大規模な祭祀を行わなかった。しかし，清明節

の際に村外からの子孫が祖墳を祀りに現われるよ

うになる。

2015年の清明節に，図家は第二回の大規模な

祖先祭祀を執り行った。祭祀は4月3日，4日に

TYF氏の家で行われ，参加に来た人は新賓県，

撫順市，藩陽市などの地域から約80人がいる。満

族の清明節と言えば,墓参りをすることであるが，

今回の祭祀は主に族譜祖先板子，索羅杼子'』Iを

祀り，墓参りおよび食事会からなる。図家は新し

い索羅杼子を立て，米と新鮮な豚の内臓をその上

に供え，カラスに食べさせるよう，索羅杵子を祀

る儀礼が復活された。また，清明節の際にはふつ

う族譜や祖先板子などを祀らないが，今回は一族

にとって盛大な祭祀であるため，特別に祀ること

にした。
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写真5索羅杵子 写真6図黒のお墓
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するだけではなく，30部を複製して祭祀の時にそ

れをみんなに回覧させ，それを欲しい人に配っ

た。彼の話によると,族譜には家族の歴史があり，

一世代一世代の由来がある。彼は歴史を研究する

とまでは言えないが，「樹有根，水有源（樹は根

があり，水は源がある)」と思いながら，特に清

王朝の歴史に興味を持っている。

二回の祭祀活動を通じて,TYF氏夫婦には新

しい考えが生まれた。彼らは族譜を書き続けよう

としている。長年中断し，一族の移住，連絡の過

疎及び学力の限界などの理由で，族譜を補充する

作業はかなり難しいと想定される。TYF氏は努

力を尽くし，出来る範囲内で家族の情報を集め，

族譜に添付することを計画している。2015年5月

の調査時点で,TYF氏夫婦は一つの地域で比較

的情報収集能力ある人を一人か二人選び，その人

を中心にまわりの図家の情報を集めることを依頼

した。新賓県内における近い家であれば,TYF

氏夫婦はその親戚の家まで訪ね，市外や県外の場

合は電話で連絡し，続譜の目的とやり方を説明し

た。現在，図家の続譜作成はどれほど進んだか確

3.4族譜と続譜

上述した二回の祖先祭祀には何れも図家の子孫

がたくさん集まった。図家では，一番上の世代と

一番若い世代の二人は七世代をへだてる。彼らは

出会った時に，まず互いに世代関係を確認するた

め，族譜に記録されている相手の範字を聞いて判

断する。

TYF氏の族譜は文化大革命の時代に禁止され

たため，燃やされた。その後，譜単と呼ばれる家

系図だけを残している。この譜単は吉林省の親族

の家から書き写したものである。TYF氏は，歴

史的混乱の中で族譜がまだ親族の誰かの家に残っ

ていると思って，5，6年前から，族譜を探し始

めた。2015年2月春節の時に,TYF氏はある親

族の家を訪ねて話した際に，やっと族譜に関する

正しい情報を得，藩陽市にいる親族から族譜を借

りてもらった。その中には，氏族名の由来，新賓

に移住する時期，祖先の名前および祖墳の情報な

どが記載されている。最後は20字の範字が記録さ

れている。

TYF氏はやっと手に入れた族譜を大切に保管
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写真8図家の族譜の中身写真7図家の族譜
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筆者撮影(2015年4月4日）

識患I 鷺密議

出所：筆者撮影(2015年4月4H)出所

降には，漢民族の社会においても，親族間の付き

合いが禁止され，社会階層の構造と親族の構造と

の関連が希薄化されるようになった。また，人民

公社時代になると，劉墜の大家族はすべて解体さ

れ，核家族が基本的な家族構造となった。そし

て，親子関係も変わった。息子は結婚すると，親

から独立する傾向が増えた。この独立は伝統的な

｢分家」と異なり，親は結婚した息子に生活用品

を贈与するだけのようなものになった。

最莉莉の論述を踏まえ，当時，満族は一つの少

数民族として位置づけられていたが，社会的改革

の面において，漢族社会と同様な社会的改革政策

に染まってきた。親族組織や家族構造には，ほぼ

同じような社会的変化が起こった。

下房子村では,1950年代と1980年代の二つの時

期に分家を行った家が多く，直系家族，核家族の

比率は急速に増加した。現在では，核家族が主な

家族構成になった。図家では,TYF氏夫婦，次

男夫婦及び孫娘夫婦，曾外孫と合わせて四世代が

一緒に住んでいるが，経済的には独立し，食事を

三つの家庭ごとに行う。このように，直系家族と

認していないが，今後も引き続き見まもっていき

たい。

四．考察

前節では，下房子村における満族の親族組織に

関する歴史的背景，発展変化を概観した。また，

図家の事例により親族組織の実態と新しい動きな

どを示した。以上を踏まえ，満族の親族組織の現

状及び今後の可能性について考察を試みる。

昔，満族の中で，多くの家は同居同財の大家族

で，娘は結婚すると家族を離れるが,息子が残り，

妻を迎え入れて共同生活をしていた。しかし，土

地改革から改革開放に至るまでの40年間に，政治

的，経済的変化の影響を受け，親族組織に顕著な

変化が表われた。その中で，土地改革による土地

私有の廃止，農業集団化による伝統的家族観念の

弱化，及び改革開放による価値観の変化が確認さ

れる。

最莉莉がその著作『劉塁一中国東北地方の宗族

とその変容』の中で指摘したように，土地改革以
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核家族の間から生み出された新しいライフスタイ

ルが現われた。

1980年代以降，農村部の若者は進学や出稼ぎな

どの新たな選択肢が増えた。彼らは出稼ぎで長く

村を留守にしたり，村を離れて都市に移住したり

するようになった。しかし，親はこのような状況

を予測できず，家を建てた時に相変わらず子供の

部屋を造った。そのため，下房子村には年寄りと

小さい子供だけが生活していて，家にはがら空き

の部屋がよく見られる。親が息子の誰かと一緒に

住むという考え方はまだ変わらないうちに，農村

におけるライフスタイルが早く変わったからであ

る。

一方,1950年代以来，新しい社会環境において

親族間の付き合いがかなり減少し，家族は疎遠に

なった。満族では大規模な祭祀はほとんど行われ

ることがない。祖先祭祀は私的な儀礼になって，

個人または同じ祖父の子孫によって行われ，その

やり方が簡略化しつつあり，消失することさえ

あった。つまり，家族のつながりが薄くなって，

祖先祭祀の機能も内容も失われた部分があった。

しかし，満族は昔から祖先祭祀を重視してい

る。彼らは祖先板子，祖墳，族譜及び動物神を媒

介にして祖先に対する尊崇を伝え，祖先から家族

の繁栄と保護をもらうという願いを達成しようと

する。祖先祭祀は一族を結び付け，家族の結束を

強める役割を果たしている。

先の図家の場合は，祖墳を保護することをきっ

かけに，大規模な祖先祭祀が再開され，族譜の複

製，続写する動きが現れた。これを機にし，一族

は再び連絡が取れて，共通の祖先を偲ぶように

なった。特に，今まで顔を知らなかった親族は祭

祀の際に初めて会って，世代を尋ね互いの関係を

確かめてから，共通の祖先を思ったり，親族の話

をしたりするのは印象的だった。また，祭祀の対

象は三代以内の近い祖先に限らず，最も遠い祖先

のことをもっと大事にすることも図家の特徴であ

る。

一方，清明節は墓参りに限っているが，今回の

祭祀では，祖宗板子，索羅杵子及び族譜などの要

素も加えられた｡TYF氏の話によれば，「我々は

満族である，満族の風俗を続けるべきである。今

回は一族の祭祀だから,全てを祀った」と語った。

祖先に関わるそれぞれの祭祀は元々の意味や解釈

に関わらず，一族の祭祀として民族的特徴を表わ

すために執り行われたと言える。

昔の祭祀について,小熊(1996:124-133)は｢祖

先を祀る満族の最も重要な儀礼を大祭あるいは年

祭という。この儀礼を家祭という場合もある。こ

の儀礼は通常三日間行われ，祭祖・背灯祭'5．祭

天の内容が包容された祭祀である」と指摘してい

る｡当時の祭祀はシャーマンによって執り行われ，

三日間に豚を殺し，祖先の位牌，女性神(背灯祭)，

天神（索羅杼子）及び仏托蛎鳩などを祀るもので

あった。

図家の祭祀には，祖先板子と索羅杼子の二つの

儀礼が行われ，豚を殺したり，背灯祭，仏托婚蛎

を祀ったりすることが見られなかった。そして，

清明節の日に，索羅杵子という祭天儀礼を復活し

た。しかし，昔，索羅杵子を通じて供え物を天に

届け，天神と人間がつながり，人間の祝福と祈願

を伝えた。現在，彼らは索羅杼子を再開しても，

天を祭る機能を求めることではなく，それが民族

伝統の一つの象徴と見なされ，自らが満族の一員

であることを示そうとするからである。つまり，

現在，祖先祭祀は自らの属する民族の誇りをア

ピールする新しい機能を果たすようになった。

おわりに

1950年代の土地改革の施行に従い，村人の家族

に対する依存的な関係は，国や集団に対する依頼

的な関係に代わった。家族組織は政治的な要因で

大きく変り，しだいに弱体化した。その後，改革

開放により，農地が各世帯に分配されることに

よって大きな親族組織を維持する経済的な基盤が

崩壊し，村人の価値観が次第に変わった。これに

対して，近年，祖先祭祀を中心とする伝統的な儀

礼が復活する傾向が現われた。墓参りなどの祭祀

活動は盛んに行われ，大規模な祖先祭祀を再開す
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る家も見られるようになった。実際，現在の祭祀

活動は主に中心人物の存在，各家の経済力などの

面によってより多く左右されている。

今回の調査において，祖先祭祀は満族の特徴と

して,重要な文化資源と見なされるようになった。

満族はその価値を意識しながら，祖先祭祀を復活

させ，祖先祭祀は再び彼らの生活の中に溶け込む

ようになった。彼らは，祖先祭祀を通じて家族の

歴史を認識し，満族社会の結束力も高められるよ

うにった･

今後，親族組織の改善及び民族文化の強調とい

う二つの側面から，祖先祭祀は現代の満族社会に

おいて，どのような立場に置かれるのか，また，

どのような役を演じるのかを注目していきたい。

満22歳，女性が満20歳で結婚することができる。

夫婦が一人だけ出産し，晩婚を提唱遅〈生むこ

と，優生を奨励する。

'’二胎：第二子。

12祖宗板子とは祖先や神を象徴する板のことで，部

屋の西の壁に祀る。

13輩分とは世代のことである。

14索羅杵子とは，祭天儀礼の神杼である。満族は，

庭に神粁を立て，犠牲の豚の内臓を煮て，天神を

祀る。

15背灯祭とは，夜に灯を消して静かに女性祖先の霊

を呼び返す儀礼である。

【参考文献】

日本語文献・資料

小熊誠「満族の家族組織と祖先祭祀」江守五夫・愛

新覚羅顕埼編「満族の家族と社会』，第一書房，

九十五一一三四,1996｡

川口幸大・瀬川昌久編『現代中国の宗教一信仰と社

会をめく．る民族誌』昭和堂,2013．

シロコゴロフ.S･M･「満族の社会組織』大間知篤三・

他訳，刀江書院1967．

秦兆雄「中国湖北省の一農村社会変化1949年～1993

年』東京大学（博士論文),1993．

最莉莉『劉墜一中国東北地方の宗族とその変容』東

京大学出版会,1992・

瀬川昌久編「近現代中国における民族認識の人類学』

昭和堂2012．

フリードマン,M『中国の宗教と社会』田村克己・

他訳，弘文堂1987．

フリードマン,M「東南中国の宗族組織』未成道男・

他訳，弘文堂。1992･

吉田世津子「中央アジア農村の親族ネットワーク』

風響社,2004｡

劉正愛『民族生成の歴史人類学』風響社2006・

渡邊欣雄編「環中国海の民俗と文化－3祖先祭祀』，

凱風社,1989。

【注】

1 工分とは労働点数である。工分の決定方法は，一

人に付き労働力の強弱，技術の高低をもとに基礎

点を決め，基礎点と一定時間内で実際に労働した

質と量を根拠として評議する。工分は生産隊から

支給された食糧に相当する分を差し引いて計算す

る。実際に手に入る工分は差し引かれた残りの一

部分だけである。

家庭聯産承包制とは農家で請負する生産責任制

度俗称「大包干」と言う。

単干とは集団ではなく，個人が単独で生産を行う

意味である。

生産隊とは，人民公社時代の農村の末端単位であ

る。

自然屯とは，自然形態的な住民の集落。

居民組とは，住民グループ。

婦人主任：村の戸籍，計画生育及び婦人に関する

仕事を担当する。

文書：書類の管理及び財政を振り替えることを担

当する。

会計・出納：財政の記録・計算・管理の担当者。

計画生育政策：「一人っ子政策」とも言う。人口

の抑制を目的に1970年代初頭から始まり,1978年

に国策として位置づけられる。中国では，男性が

2

3

4
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